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0t のとき )0,0(Q におけるC の法線は 0x であり、条件より )0,0(P である。 
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P の x座標を )( tpp ≦ とすると、 P とQの距離は 222
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P の y 座標は tttttttt
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これより、 P は曲線 )10(22 23 ≦≦ yyyyx  上を動く。 
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より、 P の x座標は y に関して単調増加。 

 

1,0t において、C とC は交点を持つから、求める面積は 
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